
令和 6 年度蒲郡市市民総ぐるみ防災訓練【三谷地区】アンケート結果 

 

１ アンケート回答者数 

  １５８人 

【訓練参加者 約２００人（三谷地区役員、施設管理者、市職員含）】 

 

２ 三谷地区役員参加者（受付登録者数） 

  １６５人 

（１）三谷東小学校 

   ６７人（東区１０人、松区２６人、上区３１人） 

（２）三谷小学校 

   ９８人（中区２９人、北区２９人、西区３６人、その他４人） 

 

３ 年齢について 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 防災訓練について 
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５ 防災訓練の実施について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 災害が発生した場合において避難所を地域主体で運営できると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 地域の防災力を向上させるために実施してみたい訓練等 
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８ 南海トラフ地震など巨大地震が発生した場合、どこで避難生活をしますか。 

（１）自宅が被災していない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自宅が被災した場合 
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９ 地震に対する安全対策について 

（１）家具の転倒防止対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）火災対策 

  ア 自宅に消火器の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 住宅用火災警報器の設置 
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 ウ 感震ブレーカーの設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 家庭での飲料水・食料の備蓄状況について 

   飲料水 
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１週間分以上 14%

３日〜６日分
40%

３日未満
32%

備蓄なし 9%
無回答 5%

１週間分以上
３日〜６日分
３日未満
備蓄なし
無回答

あり
32%

なし
51%

不明
10%

無回答
7%

あり
なし
不明
無回答

１週間分以上
21%

３日〜６日分
40%

３日未満
28%

備蓄なし 8%
無回答 3%

１週間分以上
３日〜６日分
３日未満
備蓄なし
無回答



訓練についての意見 

【三谷東小】 

・住民や小中学生も参加できるといいと思います。 

・子供、女性、要援護者の訓練の参加。 

・高齢者の参加が目立つため、もう少し幅広い年齢層が参加できるといいと思います。 

・避難所開設の時の動き、準備等必要なことや課題がわかって良かったです。 

・器具等の使い方を実際に体験することができてよかった。 

・日頃知らないことがあったが、今回参加してよくわかった。 

・全体的に良かった。いい経験でした。 

・テントの設置方法がよく分かった。 

・暑さ対策にもう少し配慮してほしい。時期をずらしてほしい。 

・倉庫の痛みが激しい。備蓄品が痛んでおり使用できるか不安。 

・いろいろと訓練ができて良かった。防災倉庫の痛みがひどい。 

・仮設トイレの場所と種類を考えた方がいい。 

 

【三谷小】 

・消防の説明がとても良かった。 

・怪我等の応急処置を知りとても勉強になりました。 

・訓練をしたことで実際の災害のイメージがわかった。 

・参加人数を増やしてみてはどうか。 

・パーテーションの組立が理解できた。 

・知らないことばかりで勉強になった。いろんな体験ができた。 

・チームワークよくできたと思います。 

・いろんな準備が素早くできた。すべて良かった。 

・いろんな体験ができたので良かった。 

・具体的な役員の役割が理解できた。 

・役員だけでなく市民に広めた方がいいかも。 

・電話の設置、トイレ等設置した人しかわからないので設置後に一通り全員に説明すると

良い。 

・簡易ベッドの横棒が硬すぎるため怪我をする恐れがある。 

 

  



アンケート結果取りまとめ 検討・改善事項 

 

１ 参加者について 

  三谷地区自主防災会の役員が参加し、年齢は６０代前後の割合が高く、２校で１６５人 

が参加。アンケートの意見からも、高齢の参加者が多いため、子供の参加を希望すると 

いった意見もあった。また、役員の女性の割合が低いため、男性の参加者が多数を占めて 

いた。避難所運営における多様な考え方が重要という観点から、各自主防災会において女 

性役員の啓発や、地域の女性団体との連携、また、出前講座等においても市民に広く周知 

する必要がある。 

 

２ 訓練について 

  避難所運営訓練に対する参加者の理解度は、９９％が「理解できた」と回答。各自主

防災会長による参加者に対する説明が行き届いた結果であると考えられる。 

  また、防災訓練の実施については、６５％が「毎年訓練を実施するべき」と回答。３

２％は、「数年に１回訓練を実施するべき」と回答しており、避難所の運営については、

５８％が問題はあるが避難所を地域主体で運営できると回答。一方、３２％が地域主体

で避難所を運営できるためには、さらなる訓練準備が必要と回答しており、訓練に対す

る関心が高いことが伺える。 

  さらに、地域の防災力を向上させるために実施してみたい訓練については、津波避難

訓練が３８％、避難所一日体験が２５％、要支援者対応訓練が２４％、初期消火対応訓

練が１３％という結果となった。 

   

３ 災害時の避難先について 

  災害時の避難先については、自宅が無事であれば５４％が在宅避難と回答しており、

３０％が学区の小中学校に避難すると回答。一方、在宅が被災した場合は、避難先を学

区の小学校が５３％、学区の中学校が１１％という結果となった。避難先が偏る理由と

して、小中学校の立地条件が要因の一つと考えられる。このことから三谷地区の避難先

として、避難者が小学校に集中する可能性が考えられる。 

 

４ 家庭での飲料水・食料の備蓄状況について 

  飲料水、食料の備蓄状況については、３日以上備蓄していると回答した割合が６１％

（飲料水）、５４％（食料）となっており、６月に実施した自主防災会リーダー研修のア

ンケート結果に比べ１３％（飲料水４８％）、１６％（食料３８％）とそれぞれ増加して

いる。これは、南海トラフ地震臨時情報が発表された影響も考えられるが、災害に対す

る備えの重要性を今後も継続して啓発していく必要がある。 

   

５ 検討事項について   

（１）受付について 

   多数の避難者が来た場合を想定し、総代の誘導の下、避難者をまず体育館内に受入 

れ、自主防災会ごとに受付を管理する方法を実施した。特に混雑は見受けられなかっ 

たもの、記入用の机がない、停電時は体育館内が暗く記入しづらい等の課題も考えら 



れる。訓練当日は表面のみの記入のため、受付に時間等を要さなかったものの、裏面 

の番号の振り分けや聞き取りによる訓練も今後実施し、受付方法について検証する必 

要があると考える。また、受付後に受入れをするか、受入れ後に受付をするか避難者 

数に応じた対応を考えておく必要がある。 

 

（２）今後実施したい訓練について 

   今後実施したい訓練に３８％の方が津波避難訓練を実施したいとの意見が上がっ 

た。津波浸水区域である三谷地区において、住民に対する啓発や津波に特化した訓練 

の実施について検討する必要がある。 

また、２４％が要支援者対応訓練の実施を希望と回答しているおり、防災訓練や、 

地域活動の中においても子供から高齢者を含むつながりを考えていく必要がある。   

 

（３）会長、隊長の役割について 

   各会長が訓練を理解した上で、当日の訓練を実施できたため、リーダーシップがい

かんなく発揮されていた。 

   しかし、実災害においては訓練のようにはいかない状況が考えられるため、各自主

防災会長の負担を軽減するためにも、今後も訓練を継続し、会長不在時でも対応でき

る体制が必要である。また、自主防災会、施設管理者、避難所開設担当職員の役割分

担も考慮した訓練計画も検討する必要がある。 

 

 


